
お
盆
を
迎
え
ま
す
。

お
盆
の
間
は
本
堂
を
開
け

て
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に

上
が
っ
て
仏
さ
ま
に
手
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
位

牌
堂
へ
も
お
参
り
く
だ
さ
い
。

題
目
講
大
法
要

六
月
三
日
、
好
天
に
恵

ま
れ
第
百
四
十
周
年
題
目

講
が
別
院
本
法
寺
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
御
本
山
よ

り
門
谷
日
悠
猊
下
を
導
師

に
お
招
き
し
、
稚
児
行
列

も
加
わ
り
盛
大
な
法
要
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
当
山
か
ら
も

菩
提
寺
運
営
に
大
変
尽
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、

田
口
義
信
さ
ん
水
上
克
彦

さ
ん
藤
丸
清
孝
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
法
勲
袈
裟
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
八
月
二
十
五
日(

土)

午
後
一
時
よ
り
「
盆
施
餓
鬼
法
要
」

を
行
い
ま
す
。
経
木
塔
婆
を
流
し

ご
先
祖
の
御
供
養
を
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

本
堂
で
は
、
虫
干
し
を
兼
ね
て

上
行
寺
の
什
物
を
展
示
し
て
お
り

ま
す
。
三
帰
明
王
像
も
、
ぜ
ひ
御

覧
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
参
り
く
だ
さ
い
。

鬼
子
母
神
講
と
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
体
操

七
月
八
日
（
日
）
午
後
一
時
半
よ
り
鬼
子
母
神
講
法
要
が

あ
っ
た
。

法
要
後
、
健
康
運
動
指
導
士
・
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ

教
育
ト
レ
ー
ナ
ー
手
塚
幸
恵
講
師
を
招
い
て
認
知
予
防･

脳
活

性
化
運
動
の
実
習
が
行
わ
れ
た
。

シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
に
基
づ
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
脳
を
活
性
化

さ
せ
脳
を
鍛
え
る
こ
と
で
認
知

機
能
の
低
下
予
防
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
最
近
、
企
業･

ス
ポ
ー

ツ･

教
育･

介
護
の
場
な
ど
で
も

盛
ん
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

約
三
十
数
名
の
参
加
者
全
員

が
軽
い
運
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

和
気
藹
々
楽
し
く
こ
な
し
た
。

脳
が
活
性
化
し
た
か
な
？

門
祖

日
陣
尊
聖
人
六
百
御
遠
忌
千

部
大
法
要
参
詣

六
月
二
十
一
日
（
木
）
か
ら
四
日
間
、

総
本
山
本
成
寺
で
門
祖
日
陣
尊
聖
人

六
百
御
遠
忌
千
部
大
法
要
が
門
谷
日

悠
猊
下
の
ご
導
師
の
も
と
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
門
下
寺
院
関

係
者
が
参
詣
す
る
中
、
楡
原
上
行
寺

か
ら
檀
信
徒
五
十
七
名
が
参
拝
し
ま

し
た
。
上
行
寺
檀
信
徒
一
行
は
、
赤

門
を
抜
け
水
門
か
ら
本
堂
ま
で
団
扇

太
鼓
を
大
き
く
響
か
せ
な
が
ら
堂
々

入
堂
し
ま
し
た
。
法
要
後
、
本
堂
裏

の
門
祖
御
廟
所
ま
で
の
行
列
・
法
要

に
も
参
列
し
、
昼
食
は
初
め
て
の
赤

御
膳
で
の
精
進
料
理
を
美
味
し
く
頂

戴
い
し
ま
し
た
。
午
後
に
は
客
殿
で

の
日
悠
猊
下
の
ご
親
教
を
懐
か
し
く

拝
聴
し
ま
し
た
。

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う

上
行
寺

ｉｎ

七
月
二
十
九
日
（
日
）
午
後
一
時
半
よ

り
富
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク

ー
ル
加
盟
校
（
神
通
碧
小
・
楡
原
中
）
に

よ
る
平
和
を
願
う
三
回
目
の
行
事
が
行
わ

れ
た
。
猛
暑
に
も
関
わ
ら
ず
協
会
関
係
者
、

地
元
小
・
中
学
生
、
地
域
住
民
な
ど
七
十

名
が
参
加
し
た
。
高
木
要
志
男
会

長
か
ら
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
寺
子
屋
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
中
学
生

か
ら
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運

動
の
一
環
で
あ
る
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
の
回
収
へ
の
協
力
の
呼
び
か
け

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
ユ
ネ
ス
コ

憲
章
の
前
文
」
の
中
の
「
わ
た
し

の
平
和
宣
言
」
を
参
加
者
全
員
で

唱
和
し
た
。
そ
の
後
、
鐘
楼
に
移

動
し
て
平
和
の
重
み
を
胸
に
刻
み

な
が
ら
一
人
一
人
、
大
鐘
を
突
い
た
。

盆
施
餓
鬼
塔
婆
供
養

八
月
二
十
五
日(

土)

午
後
一
時
よ
り

☆
昼
食
の
用
意
ご
ざ
い
ま
す
。

～ 昨 年 の 経 木 塔 婆 供 養 ～

今年は、ハスの生育もよく
たくさんの花を咲かせました。
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